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ラ
ク
ナ
ウ
と
周
辺
に
、
南
ア
ジ
ア
・

　
　
　
　
イ
ス
ラ
ー
ム
の
多
様
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
端
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
谷
　
　
寛

　
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
二
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
・
デ

リ
ー
経
由
で
、
北
イ
ン
ド
の
ラ
ク
ナ
ウ
（
回
弓
コ
呂
）
を
拠
点
に

し
て
、
バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
（
留
耳
ぽ
ｇ
）
の
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
廟
と
、

ラ
ク
ナ
ウ
市
内
の
ナ
ド
ワ
学
院
（
Ｎ
ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｔ
ｕ
'
l
-
'
Ｕ
ｌ
ａ
ヨ
と
を
予
備

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
そ
の
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

　
デ
リ
ー
の
東
南
に
在
る
ラ
ク
ナ
ウ
は
今
日
で
は
行
政
上
、
イ
ン

ド
の
ウ
ッ
タ
ル
ー
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
（
Ｕ
ｔ
ｔ
ａ
ｒ
　
Ｐ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ
ｓ
ｈ
）
州
の
州
都

で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
ム
ガ
ル
後
期
に
は
、
ム
ガ
ル
朝
の
都
デ

リ
ー
の
没
落
と
と
も
に
、
一
八
五
六
年
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社

に
よ
る
併
合
ま
で
、
こ
の
ア
ワ
ド
（
Ａ
ｖ
ａ
ｄ
ｈ
）
国
を
治
め
た
ナ

ワ
ー
ブ
の
宮
廷
文
化
が
繁
栄
し
た
。
ム
ガ
ル
朝
は
ス
ン
ナ
派
ハ
ナ

フ
ィ
ー
学
派
を
保
護
し
た
が
、
こ
の
地
方
政
権
は
Ｔ
一
イ
マ
ー
ム

系
シ
ー
ア
派
を
保
護
し
て
、
今
日
に
残
る
イ
マ
ー
ム
ー
バ
ー
ラ
ー

（
了
Ｑ
∃
ｇ
柚
）
か
ら
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ウ
ル

ド
ゥ
ー
文
学
史
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
宮
廷
に
は
ウ
ル

ド
ゥ
ー
詩
人
が
集
ま
り
、
デ
リ
ー
と
競
っ
て
ウ
ル
ド
ゥ
ー
文
学
の

二
大
中
心
の
一
つ
と
な
り
、
そ
の
優
雅
な
言
語
文
化
が
称
え
ら
れ
、

人
々
の
記
憶
の
う
ち
に
今
日
も
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
、
バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
の
聖
者
廟

　
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ア
ジ
ュ
メ
ー
ル
（
包
∃
ａ
）
の
ム
イ
ー
ヌ
ッ

デ
ィ
ー
ン
ー
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
（
Ｍ
ｕ
'
i
n
ｕ
ｄ
-
'
ｄ
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｈ
ｔ
i
）
廟
と
、

デ
リ
ー
の
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
オ
ー
リ
ヤ
ー
（
ｚ
一
脈
ヨ
『
ｆ

ユ
∃
ｙ
呂
ぶ
』
廟
と
並
ん
で
、
こ
の
聖
者
廟
が
つ
と
に
有
名
で
あ

り
、
各
地
か
ら
善
男
善
女
を
集
め
て
い
る
。
前
二
聖
者
廟
に
つ
い

て
は
、
わ
が
国
で
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
聖
者
廟

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
報
告
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
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［最新］地図で知る東南・南アジア（平凡社2000年）p.68.



　
ａ
　
同
廟
の
縁
起

　
同
廟
に
祀
ら
れ
る
聖
者
は
、
イ
ン
ド
へ
の
侵
入
者
と
し
て
有
名

な
ガ
ズ
ナ
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
マ
ハ
ム
ー
ド
の
甥
、
サ
ー
ラ
ー
ル
ー

マ
ス
ウ
ー
ド
（
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
　
Ｍ
ａ
ｓ
'
ｕ
ｄ
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
通
称
、

「
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
ミ
ヤ
ー
ン
」
（
Ｇ
ｈ
ａ
ｚ
i
　
M
i
ｙ
ａ
ｎ
）
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
異
教
徒
の
国
（
イ
ン
ド
）
へ
の
宗
教
的
戦
士
（
ガ
ー

ズ
ィ
ー
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
異
称
と
し
て
、
「
殉
教
者
の
主
」

（
Ｓ
ａ
ｙ
ｙ
i
d
　
a
l
-
Ｓ
ｈ
ｕ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
）
’
「
殉
教
の
太
陽
」
（
Ａ
ｆ
ｔ
ａ
ｂ
-
i
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ａ
ｄ
と
、

「
正
当
な
殉
教
者
」
　
（
Ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｉ
ｄ
-
i
　
　
　
ｂ
ａ
ｒ
-
ｈ
ａ
ｑ
ｑ
）
、
「
偉
大
な
将
軍
」

（
涼
辰
Ｉ
Ｑ
昔
日
）
、
な
ど
が
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
殉
教
者
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
こ
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら

れ
る
。

　
史
実
は
別
と
し
て
、
こ
の
人
物
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
聖
者
信

仰
の
対
象
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
在
地
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
か
ら
も
そ
れ
以
上
の
尊
崇
を
集
め
て
き
た
事
情
が
あ
る
。
伝

承
で
は
、
彼
は
同
地
方
の
暴
逆
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
王
（
回
ｊ
ａ

Ｓ
ａ
ｈ
ａ
ｒ

　
Ｄ
ｅ
ｏ
）
　
の
下
で
苦
し
む
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
領
民
た
ち
を
救
い
、

住
民
を
苦
し
め
た
王
と
戦
っ
て
諮
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て
い

　
さ
て
こ
れ
ら
の
多
重
の
伝
承
に
基
づ
い
て
、
聖
者
廟
の
プ
ラ
ン

が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
伝
承
で
は
彼
は
巨
人
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
と
戦
っ
た
が
多
勢

に
無
勢
で
戦
死
（
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
「
殉
教
」
）
し
た
。
彼
の
忠
実
な

部
下
の
ス
ィ
カ
ン
ダ
ル
ー
デ
ィ
ー
ワ
ー
ナ
（
Ｓ
ｉ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ

旦
ｖ
ａ
ｎ
ａ
已
も
そ
の
遺
体
を
抱
き
上
げ
た
と
こ
ろ
を
殺
さ
れ
た
。

続
い
て
、
そ
の
遺
体
は
忠
実
な
愛
馬
と
忠
犬
に
護
ら
れ
た
。
最
後

に
ミ
ー
ル
ー
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
（
M
i
ｒ
　
I
b
ｒ
ａ
ｈ
ｉ
ヨ
）
の
手
で
聖
樹
の

許
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
こ
の
ミ
ー
ル
ー
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
も
戦
死

し
た
、
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
の
ち
、
彼
の
聖
者
崇
拝
が
起
こ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
が
熱
心
に
崇
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
牛
乳
搾

り
、
ジ
ャ
ス
ー
ア
ヒ
ー
ル
（
Ｊ
ａ
ｓ
ｕ
　
Ａ
ｈ
ｉ
ｒ
）
に
は
子
が
な
か
っ
た
の

で
、
彼
の
墓
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
子
が
授
っ
た
た
め
に
、
新
し

く
牛
乳
と
石
灰
で
墓
を
建
て
た
、
と
い
う
伝
承
が
加
わ
っ
た
。
ま

た
聖
者
没
後
一
三
年
後
に
、
盲
目
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
娘
、
ザ

フ
ラ
ー
・
ビ
ー
ピ
ー
（
Ｚ
ａ
ｈ
ｒ
ａ
　
B
i
b
i
）
が
聖
者
の
墓
で
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
祈
願
が
通
じ
て
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
精
神
的
に

結
ば
れ
て
聖
者
の
墓
の
近
く
に
埋
め
ら
れ
た
、
と
霊
験
記
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

ｂ
　
バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
ヘ
の
ル
ー
ト
と
聖
者
廟
建
築

バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
ヘ
の
旅
を
、
私
は
ラ
ク
ナ
ウ
か
ら
の
ル
ー
ト
を

一
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と
る
こ
と
に
し
た
（
地
図
参
照
）
。
鉄
道
と
バ
ス
の
交
通
手
段
が
あ

る
が
、
ラ
ク
ナ
ウ
で
の
情
報
か
ら
は
バ
ス
の
路
を
勧
め
ら
れ
た
。

朝
、
ラ
ク
ナ
ウ
の
バ
ス
基
地
に
行
っ
て
み
る
と
、
同
地
行
き
の
バ

ス
が
客
を
集
め
て
い
た
の
で
、
早
速
そ
の
乗
客
の
一
人
と
な
っ
た
。

バ
ス
に
は
時
刻
表
が
な
く
、
ど
う
や
ら
乗
客
か
お
る
程
度
、
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
出
発
す
る
よ
う
で
あ
る
（
デ
ラ
ッ
ク
ス
の
バ
ス
も

あ
る
と
聞
い
た
が
）
。
イ
ン
ド
に
よ
く
あ
る
硬
い
狭
い
座
席
の
乗
り

心
地
の
よ
く
な
い
バ
ス
で
、
Ｕ
Ｐ
州
東
北
部
を
目
指
し
て
農
村
部

を
走
り
、
二
一
八
牛
口
の
巨
離
を
三
時
間
近
く
か
け
て
、
バ
ハ

ラ
ー
イ
チ
の
バ
ス
停
車
場
に
着
い
た
。
目
指
す
聖
者
廟
は
人
混
み

の
市
内
の
商
店
街
を
通
っ
た
先
に
あ
勺
、
リ
キ
シ
ャ
（
自
転
車
式
）

に
乗
っ
て
市
街
を
出
て
左
斜
め
に
折
れ
て
少
し
進
ん
だ
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。

　
聖
者
廟
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
外
廓
、
中
廓
、
内
廓
の
三
部

に
別
か
れ
て
い
る
（
図
こ
。
外
部
の
俗
界
か
ら
聖
者
廟
へ
の
入

□
は
、
「
鎖
の
門
」
（
Ｚ
ａ
ｎ
ｊ
ｉ
ｒ
i
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｚ
ａ
）
と
呼
ば
れ
（
写
真
１
）
、

そ
の
名
の
と
お
り
、
鎖
が
形
だ
け
低
く
渡
し
て
あ
り
、
参
詣
者
は

車
馬
を
降
り
て
鎖
を
跨
い
で
聖
域
内
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
門

の
付
近
に
は
乞
食
が
数
人
、
参
詣
者
を
待
っ
て
、
し
ゃ
が
ん
で
い

た
。
門
を
入
っ
て
左
手
に
、
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
聖
者
廟
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
階
段
で
井
戸
や
池
の
水
面
に
降
り
ら
れ
る
バ
ー
オ

リ
ー
（
冨
Ｏ
Ξ
の
設
備
が
あ
る
が
、
池
は
廃
棄
物
が
い
た
る
所

に
浮
い
て
、
ひ
ど
く
汚
染
さ
れ
て
い
て
、
今
日
で
は
沫
浴
や
儀
礼

的
洗
浄
に
は
利
用
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
は
癒
し
の
聖
水
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
（
聖
廟
内
の
別
の
聖
水
施
設
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）
。
さ
ら
に
境
内
を
進
む
と
近
代
的
施
療
院
が
左
手
に
あ
り
、

聖
者
廟
と
、
伝
統
的
な
聖
水
信
仰
の
結
び
つ
き
を
暗
示
す
る
。
参

道
に
は
参
詣
人
の
た
め
の
露
店
が
並
ん
で
お
り
、
祈
祷
書
、
装
身

具
、
香
水
、
聖
緑
布
、
花
環
、
な
ど
聖
者
廟
で
の
お
供
え
に
不
可

欠
な
用
具
が
並
べ
ら
れ
て
、
南
ア
ジ
ア
の
ど
こ
の
聖
者
廟
と
も
共

通
す
る
風
景
を
呈
し
て
い
た
。

写真１「鎖門」前面から
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１「鎖門」

２バーオリー

３施療院

４ワクフ事務所

５「蹄鉄門」

６洗浄水場

７スィカンダル。

　ディーワーナの墓

８聖者の墓

９「石の城」

10 忠犬の墓

11愛馬の墓

12倉庫

13ヒンドゥー王の

　耳環の石

14モスク

15「大城」

16「玉蜀黍の門」

17出店

図一　バハラーチのサーラーレ・ガーズィー聖者廟（略図）

　
こ
の
日
は
平
日
な
の
で
、
参
詣

人
の
数
は
ま
ば
ら
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
前
方
へ
進
む
と
、
左
手
に
聖

者
廟
管
理
事
務
所
か
お
る
（
写
真

２
）
。
こ
れ
が
Ｕ
Ｐ
州
の
ワ
ク
フ
局

（
Ｗ
ａ
ｑ
ｆ
　
Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
）
出
張
所
と
思
わ
れ

る
。
ち
ょ
う
ど
、
数
人
の
書
記
と

事
務
長
の
よ
う
な
人
物
が
帖
簿
を

記
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
そ
こ
に
、
若
い
フ
ラ
ン

ス
人
の
人
類
学
者
と
そ
の
連
れ
の

女
性
が
こ
こ
で
休
ん
で
お
り
、
二

人
は
同
聖
者
廟
の
現
地
調
査
の
目

的
で
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
な
お
彼
ら
は
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
が
不
十
分
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
私
も
し
ば
ら
く
こ
こ
に

休
ん
で
一
緒
に
話
に
加
わ
っ
て
い

た
。
私
に
対
し
て
事
務
長
ら
し
い

男
か
ら
、
こ
こ
に
泊
ま
っ
て
い
か

な
い
か
と
誘
わ
れ
た
が
、
こ
の
話

一
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写真２「ワクフ事務所」

か
ら
、
こ
こ
に
は
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
も
利
用
で
き

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、
同
地
を
調
査
研
究
す
る

日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
な
現
地
情
報
と
し
て
役
立
つ
で
あ

ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
二
人
は
滞
在
し
て
い
く
様
子
で
あ
っ
た
が
、

私
は
後
日
を
期
し
て
廟
内
を
一
巡
し
て
急
ぎ
観
察
し
た
だ
け
で
、

同
タ
、
ラ
ク
ナ
ウ
に
戻
っ
た
。

　
な
お
こ
こ
で
私
を
日
本
人
と
み
た
事
務
長
の
説
明
に
よ
る
と
、

当
地
の
東
方
四
〇
牛
口
に
位
置
す
る
重
要
な
仏
蹟
、
祇
園
精
舎
の

あ
っ
た
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
（
現
、
Ｓ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｓ
ｔ
i
）
と
ラ
ク
ナ
ウ
間
の

道
路
は
、
日
本
か
ら
の
援
助
で
建
設
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

仏
蹟
巡
礼
者
に
は
先
刻
ご
承
知
の
情
報
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
附

言
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
と
き
眼
前
で
一
つ
の
ハ
プ
ユ
ン
グ
が
起
こ
っ
た
。
突
然
、

二
人
の
中
年
婦
人
の
間
に
烈
し
い
争
い
が
始
ま
り
、
取
っ
組
み
合

い
に
な
っ
て
共
に
前
面
の
階
段
に
倒
れ
た
。
そ
の
う
ち
挑
発
者
ら

し
い
精
神
異
常
者
と
思
わ
れ
る
一
人
が
恍
惚
と
な
っ
た
ス
ー

フ
ィ
ー
（
神
秘
家
）
の
よ
う
に
宗
教
歌
を
歌
い
始
め
て
、
や
が
て

興
奮
が
沈
静
し
て
い
く
展
開
を
私
た
ち
は
、
た
だ
傍
観
し
て
い
た
。

精
神
異
常
者
（
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
用
語
で
は
、
ヨ
ａ
ｉ
ｎ
ｕ
ｎ
｡

ヨ
具
1
5
　
呂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
が
聖
者
廟
に
見
ら
れ
る
の
は
、
い

か
に
も
聖
者
廟
ら
し
い
風
景
で
、
予
想
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

一
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私
は
こ
こ
で
そ
れ
を
現
実
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
事
務

所
の
人
は
、
い
つ
も
の
出
来
事
と
し
て
慌
て
た
様
子
も
見
せ
な

か
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
事
務
所
ま
え
に
、
聖
者
廟
中
廓
の
「
大
城
」

｛
９
阿
－
一
冨
｝
ぽ
）
の
入
口
、
「
蹄
鉄
門
」
（
Ｄ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｚ
ａ
-
i
　
Ｎ
ａ
'
l
）
が
西

に
面
し
て
開
か
れ
て
い
る
（
写
真
３
）
。
こ
の
門
は
そ
の
名
の
よ
う

に
、
木
製
の
門
枠
に
小
型
の
蹄
鉄
を
は
じ
め
、
多
数
の
コ
イ
ン
や

金
属
が
信
心
を
表
わ
す
た
め
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
蹄
鉄
は
縁

起
（
既
出
）
に
述
べ
た
聖
者
の
愛
馬
へ
の
信
仰
か
ら
連
想
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
門
か
ら
入
っ
て
左
手
の
聖
木
の
下
に
儀
礼
的
な
洗
浄
用
水
が

あ
り
、
参
詣
者
は
こ
こ
で
手
足
を
洗
浄
し
て
か
ら
詣
で
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
聖
者
廟
の
三
点
セ
ッ
ト
と
し
て
一
般
に
聖
者
の
墓
石
、
聖

水
、
聖
樹
、
の
三
つ
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
神
秘
的
な
力

（
ｇ
ｓ
回
｛
｝
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
信
仰
が
あ
り
、
こ
れ
は
そ
れ

に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
聖
水
は
、
「
殉
教
者
た
ち
の
宝
」
（
Ｇ
ａ
ｎ
ｊ

-
i
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｉ
ｄ
ａ
ｎ
）
と
呼
ば
れ
、
縁
起
に
登
場
し
た
殉
教
者
た
ち
の
遺

体
を
浸
し
た
井
戸
と
伝
え
ら
れ
て
、
神
秘
的
な
力
の
宿
る
聖
水
と

み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
か
ら
左
手
に
回
る
と
、
縁
起
に
現
わ
れ
た
聖
者
の
忠
実
な

部
下
、
ス
ィ
カ
ン
ダ
ル
ー
デ
ィ
ー
ワ
ー
ナ
の
墓
が
あ
り
、
小
さ
な

写真３「蹄鉄門」
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棒
が
十
数
本
、
供
え
ら
れ
て
吊
さ
れ
て
い
る
。
説
明
で
は
、
戦
い

の
と
き
応
援
に
か
け
つ
け
た
農
民
た
ち
の
武
具
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
私
の
目
で
は
、
棒
の
先
端
が
亀
頭
状
に
な
っ
て
お
り
、
男

根
の
象
徴
の
よ
う
に
見
え
た
。
こ
の
近
く
に
、
霊
験
記
に
あ
ら
わ

れ
た
ザ
フ
ラ
ー
・
ビ
ー
ピ
ー
の
墓
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
今
回

は
そ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
先
を
右
手
に
曲
る
と
、
こ
の
聖
者
廟
の
中
心
で
あ
る
「
石

の
城
」
（
Ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
　
Q
i
l
a
'
）
の
北
の
入
口
が
あ
る
。
こ
の
聖
な
る
建
物

内
部
は
聖
者
の
墓
石
を
中
心
に
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
・
五

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・
五
メ
拾
ト
ル
で
、
壁
は
格
子
窓
で
、
床
石

は
黒
と
白
の
大
理
石
が
敷
か
れ
、
屋
根
に
は
塔
頂
の
飾
り
が
あ
る
。

三
方
に
入
口
が
あ
り
、
南
が
正
面
入
口
で
あ
ろ
う
（
写
真
４
）
。
入

口
を
持
だ
な
い
壁
面
は
西
面
で
、
そ
れ
以
外
の
ど
の
入
口
か
ら
も

出
入
り
で
き
る
が
、
参
詣
者
は
墓
石
を
中
心
に
左
廻
り
に
儀
礼
的

に
廻
り
、
墓
石
の
足
の
所
に
、
触
っ
て
神
秘
的
な
厄
除
招
福
の
力

を
貰
い
受
け
る
。
こ
の
廟
の
格
子
窓
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
願
か

け
の
し
る
し
に
ぼ
ろ
布
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
、
ぼ
ろ
布

が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
聖
者
の
墓
石
に
は
聖
な
る
緑
布
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
う
え
に
花
環
が
供
え
ら
れ
て
い
る
さ
ま
は
、
ど
の
聖
者
廟
に
も

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
聖
墓
の
横
に
は
、
世
襲
的
な
墓
守
り

写真４「石の城」ベランダ面
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（
回
乱
一
日
）
か
お
り
、
参
詣
者
の
願
い
ご
と
を
聞
い
て
、
そ
れ
を

祈
願
す
る
役
割
を
行
な
っ
て
い
た
。
他
に
だ
れ
も
人
が
い
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
私
も
聖
者
に
祈
願
を
お
願
い
し
た
い
気
持
が
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
。
で
き
う
れ
ば
次
回
に
は
、
こ
の
墓
室
の
な

か
で
、
墓
守
り
と
参
詣
者
の
宗
教
的
行
動
を
時
間
を
か
け
て
共
感

的
に
観
察
し
た
い
と
私
は
願
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
「
石
の
城
」
の
正
面
と
考
え
ら
れ
る
西
側
ベ
ラ
ン

ダ
（
写
真
４
）
に
五
基
ほ
ど
の
無
銘
の
墓
石
が
並
ん
で
い
る
。
そ

の
一
基
は
殉
教
者
の
軍
旗
持
ち
（
Ｒ
孚
ぽ
－
ｇ
ａ
肺
）
の
も
の
で
、

そ
れ
と
並
ん
で
他
の
殉
教
者
た
ち
の
墓
が
あ
る
が
、
特
異
な
の
は
、

そ
れ
ら
人
間
の
墓
と
同
じ
大
き
さ
で
、
縁
起
に
現
わ
れ
た
愛
馬

「
青
馬
」
（
Ａ
ｓ
ｐ
-
i
　
N
i
l
i
）
ま
た
は
「
リ
ッ
リ
ー
牝
馬
」
（
に
ヨ
呼
ｏ
こ
）

と
、
忠
犬
（
Ｓ
ａ
ｇ
　
Ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
）
の
墓
石
で
あ
る
。
と
く
に
太
は
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
か
ら
嫌
悪
さ
れ
る
餓
れ
た
動
物
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
墓
が
主
人
の
殉
教
者
に
も
っ
と
も
接
近
し
た
位
置
に
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

　
さ
て
「
大
城
」
の
境
内
の
東
側
に
は
、
倉
庫
か
物
置
の
よ
う
な

建
物
に
、
祭
礼
用
の
太
鼓
（
ｄ
ａ
ｆ
｡
　
ｄ
ａ
ｆ
ｌ
ｉ
）
が
い
く
つ
か
置
か
れ
て

お
り
、
そ
の
横
に
シ
ー
ア
派
の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
祭
礼
に
登
場
す
る

カ
ル
バ
ラ
ー
の
フ
サ
イ
ン
廟
の
模
型
（
肛
肛
冨
忌
が
一
基
、
置

か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
の
地
方
が
伝
統
的
に
シ
ー
ア
派
色
の
濃

い
土
地
柄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
境
内
の
東
南
の
土
の
上
に
は
、
聖
者
と
戦
っ
た
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
の
王
の
巨
大
な
石
の
「
耳
環
」
（
ｘ
自
今
｛
｝
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
聖
者
の
敵
が
巨
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
石
を
力
士
の
体
操
用
の
石
の
根
棒
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。

　
こ
の
境
内
の
西
側
に
は
、
ム
ガ
ル
朝
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
帝

の
時
代
に
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
モ
ス
ク
が
あ
り
、
現
在
も
西
南

方
の
牛
ブ
ラ
（
礼
拝
の
方
向
）
に
向
か
っ
て
礼
拝
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
聖
者
廟
の
境
内
に
モ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
る
聖
者
廟
・
モ
ス

ク
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
、
こ
こ
で
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
前
面

に
タ
マ
リ
ン
ド
の
古
木
が
あ
り
、
こ
の
周
辺
に
聖
者
の
教
友
の

「
五
聖
者
」
（
Ｐ
ａ
ｎ
ｊ
　
Ｐ
ｉ
ｒ
）
の
墓
が
あ
る
。

　
境
内
に
あ
る
一
本
の
栴
檀
の
木
は
聖
木
と
み
な
さ
れ
、
と
く
に

女
性
の
信
仰
を
集
め
て
、
未
婚
女
性
に
は
結
婚
の
願
い
を
、
既
婚

の
女
性
に
は
子
授
け
の
願
い
を
叶
え
る
と
信
じ
ら
れ
、
彼
女
た
ち

は
こ
こ
に
金
、
銀
糸
や
紐
を
結
ん
で
祈
願
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
外
廓
の
裏
の
「
玉
蜀

黍
の
門
」
（
Ｍ
ａ
ｋ
ａ
'
i
　
Ｄ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｚ
ａ
ｈ
）
の
両
側
に
は
多
く
の
休
息
所
が

設
け
ら
れ
、
貯
水
池
の
周
囲
に
は
レ
プ
ラ
患
者
用
の
小
屋
が
立
ち

並
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
聖
者
廟
は
レ
プ
ラ
患
者
を
治
癒

す
る
霊
験
が
信
じ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
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Ｃ
　
聖
者
廟
の
祭
礼

　
こ
の
聖
者
廟
で
は
、
年
に
三
度
の
祭
礼
が
催
さ
れ
る
。
一
般
に

南
ア
ジ
ア
の
聖
者
廟
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
（
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
）
に

従
っ
て
聖
者
の
命
日
が
ウ
ル
ス
（
ば
こ
と
呼
ば
れ
て
、
聖
者
が

こ
の
世
で
死
ん
で
神
と
結
婚
し
た
日
と
し
て
祝
わ
れ
る
。
こ
の
聖

者
廟
は
、
こ
の
ウ
ル
ス
年
祭
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
ラ
ジ
ャ
ブ
月
の

Ｔ
一
、
十
三
、
十
四
の
三
日
間
に
亘
っ
て
行
な
わ
れ
、
ラ
ジ
ュ

ビ
ー
（
智
萱
）
と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
要
な
行
事
は
、
墓
守
り

が
聖
者
の
造
物
を
収
め
た
皿
を
頭
上
に
行
進
し
た
儀
式
で
、
今
日

で
は
こ
れ
が
花
と
聖
布
に
代
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
期
間
に

は
カ
ッ
ワ
ー
リ
ー
（
聖
者
を
賛
え
る
歌
の
演
奏
）
と
預
言
者
を
賛
え

る
詩
会
が
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
一
般
に
南
ア
ジ
ア
の
聖
者

廟
の
ウ
ル
ス
に
は
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ク
ル
ス
の
期
間
に
は
、
主
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
参

詣
に
訪
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
次
の
二
つ
の
祭
り
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
よ

り
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
、
そ
の
他
の
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
独

自
の
儀
式
を
行
な
い
、
参
詣
に
集
ま
る
と
言
わ
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
「
春
祭
り
」
（
Ｂ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
）
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

暦
の
マ
ー
ク
月
三
日
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
地
元
と
近
隣
か

ら
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
問
わ
ず
、
各
種
宗
教

の
信
者
が
参
集
す
る
。
春
を
表
す
黄
色
の
衣
服
を
着
け
た
農
民
が

小
麦
の
緑
の
穂
、
果
物
、
花
な
ど
を
手
に
持
っ
て
集
団
で
参
拝
し
、

聖
者
に
収
獲
を
祈
願
す
る
。

　
つ
ぎ
が
「
ジ
ェ
ー
シ
ュ
ト
月
の
祭
」
（
Ｊ
ｅ
ｓ
ｈ
ｔ
ｈ
　
Ｍ
ｅ
ｌ
ａ
）
で
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
の
暦
の
ジ
ェ
ー
シ
ュ
ト
月
の
最
初
の
木
曜
の
あ
と
の
日

曜
に
始
ま
る
最
大
の
祭
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
約
十
二
日
間
続
き
、

遠
方
か
ら
も
多
く
の
参
詣
者
が
集
ま
る
。
彼
ら
参
詣
者
は
地
方
別

に
割
り
当
て
ら
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場
に
宿
営
し
、
総
数
五
〇
万
人
に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
北
イ
ン
ド
各
地
の
交
通
機

関
は
バ
ハ
ラ
ー
イ
チ
を
目
指
す
参
詣
者
で
混
雑
す
る
。
こ
の
時
期

を
目
指
し
て
露
店
商
が
集
ま
り
、
市
（
ヨ
輿
と
か
立
つ
。

　
祭
り
の
主
役
は
、
霊
験
の
伝
承
に
登
場
す
る
ザ
ハ
ラ
ー
・
ビ
ー

ピ
ー
で
あ
る
。
聖
者
廟
内
の
彼
女
の
墓
に
は
、
未
婚
の
ま
ま
亡
く

な
っ
た
彼
女
が
、
同
じ
く
未
婚
で
死
ん
だ
聖
者
と
結
婚
し
た
日
と

信
じ
ら
れ
、
彼
女
の
出
身
地
の
人
々
が
代
々
、
結
婚
行
列

（
ｇ
昌
｛
｝
を
模
し
て
参
列
す
る
。
そ
の
た
め
彼
女
の
出
身
地
（
Ｒ
ｕ
ｄ
-

d
a
l
i
）
の
町
民
の
代
表
が
こ
の
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
花
嫁
の
持
参
金
（
了
ゴ
ａ
）
を
持
参
し
、
二
人
の
墓
に
供
え

る
儀
式
を
行
な
う
。
こ
の
儀
礼
的
聖
婚
の
品
は
、
新
婚
の
ペ
ッ
ト
、

家
具
、
調
度
品
、
宝
石
、
現
金
、
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
ま
た
主
要
な
行
事
に
、
参
詣
者
が
持
参
す
る
、
先
が
尖
っ
た
杖

一
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(
n
i
ｓ
ｈ
ａ
ｎ
ま
た
は
'
a
l
a
m
）
が
あ
り
、
布
で
包
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

杖
を
「
石
の
城
」
に
触
れ
て
、
参
詣
者
は
各
自
の
願
い
ご
と
を
念

ず
る
。
こ
の
行
事
の
起
源
は
、
聖
者
が
暴
逆
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
王

と
戦
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
聖
者
の
徳
を
慕
う
住
民
た
ち
が
、

聖
者
の
戦
い
に
加
勢
す
る
た
め
、
こ
の
杖
を
も
っ
て
馳
せ
参
じ
た

故
事
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
こ
れ
と
な
ら
ん
で
行
な
わ
れ
る
儀
式
に
、
「
石
の
城
」
　
の

ド
ー
ム
の
尖
端
の
飾
り
を
目
か
け
て
、
お
賃
銭
を
投
げ
、
こ
れ
が

そ
の
飾
り
に
的
中
す
れ
ば
願
い
ご
と
が
叶
う
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。

　
こ
の
「
ジ
ェ
ー
シ
ュ
ト
月
祭
」
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
だ
け
の
祭

り
以
上
に
、
伝
統
的
に
北
イ
ン
ド
広
域
に
わ
た
る
重
要
な
祭
り
の

位
置
を
占
め
て
い
る
。

　
今
回
の
予
備
調
査
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
聖
者
廟
の

本
格
的
調
査
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
年
三
度
の
祭
り
の
時
期
に
合

わ
せ
て
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
年
祭
と
い
う
行
事
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
参
詣
者
で

賑
う
日
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
に
基
づ
く
二
度
の
「
イ
ー
ド
」

（
ど
）
の
日
、
シ
ー
ア
派
の
祭
り
の
「
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
」
の
日
、

そ
し
て
「
シ
ャ
ベ
ー
バ
ラ
ー
ト
」
（
Ｓ
ｈ
ａ
ｂ
-
i
　
Ｂ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
）
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
の
祭
り
の
日
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が

主
と
し
て
参
詣
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
各
週
で
は
、
木
曜
夕
と
日
曜
に
参
詣
者
が
多
く
集
ま
る
。

木
曜
タ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
宗
教
行
事
の
日
で
あ
り
、
日
曜
日

は
非
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
主
と
し
て
参
詣
す
る
と
推
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
廟
訪
問
は
平
日
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
で
も
な
か
っ
た
。

　
ｄ
　
こ
の
聖
者
廟
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

　
南
ア
ジ
ア
の
今
日
の
主
要
な
聖
者
廟
と
し
て
、
は
じ
め
に
デ

リ
ー
の
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ア
ウ
リ
ヤ
ー
廟
と
ア
ジ
ュ
メ
ー

ル
の
ム
イ
ー
ヌ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
廟
と
こ
の
聖
者
廟

を
挙
げ
た
。
こ
の
三
聖
廟
を
比
較
す
る
と
き
、
前
二
者
が
南
ア
ジ

ア
で
有
力
な
チ
シ
ュ
テ
ィ
ー
教
団
（
S
i
l
ｓ
i
l
a
h
-
i
　
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｓ
ｈ
ｔ
i
ｙ
ａ
）
の

ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
（
Ｓ
ｈ
ａ
ｉ
ｋ
ｈ
｡
　
　
　
P
i
ｒ
）
の
廟
で
あ
り
、

ぼ
ｔ
a
b
l
i
ｓ
ｈ
ｅ
ｄ
'
さ
れ
た
正
規
の
教
団
に
属
す
る
の
に
対
し
て
、

こ
の
廟
は
既
成
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
系
統
に
属
し
て
い
な
い
不

正
規
な
性
格
が
注
目
さ
れ
る
。
祀
ら
れ
る
聖
者
は
本
来
の
ス
ー

フ
ィ
ー
聖
者
で
な
く
、
異
教
徒
の
王
と
戦
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
殉

教
者
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
聖
者
廟
の
参
詣
者
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
も
大
幅
に
含
ん
で
お
り
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
暦
の
二
本
に

基
づ
い
て
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
社
会
か
ら
見
棄
て
ら
れ
た
癩
病
患
者
と
社
会
の
最
底
辺
の

大
道
芸
人
の
信
仰
を
伝
統
的
に
集
め
て
き
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、
厳
格
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
目
か
ら
見
る
と
き
、

「
異
教
的
」
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
施
設
と

祭
礼
を
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
層
的
な
宗
教

的
な
宗
教
的
性
格
の
全
体
像
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
民
衆
的
な
聖
者
廟
信
仰
の
内
面
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的

要
素
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
要
素
が
融
合
し
た
情
報
が
豊
富
に
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
ナ
ド
ワ
学
院
の
近
況

　
現
代
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ス
ン
ナ
派
ハ
ナ
フ
ィ
ー
法
学
派
の
イ

ス
ラ
ー
ム
学
院
（
ヨ
乱
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｈ
｡
　
ｄ
ａ
ｒ
　
a
l
-
'
ｕ
l
ｕ
m
）
と
し
て
は
、
伝
統

的
で
改
革
派
の
影
響
も
受
け
て
い
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
を
こ
れ

ま
で
代
表
的
な
存
在
と
私
も
み
な
し
て
き
た
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
学

院
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
学
院
は
近
代
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
教

育
を
め
ぐ
る
「
伝
統
派
」
（
召
９
ヨ
）
と
「
近
代
派
」
こ
乱
匠
）
と

の
綜
合
を
目
指
し
て
一
八
九
四
年
、
建
学
さ
れ
た
が
、
こ
の
建
学

の
意
図
が
結
局
、
中
途
半
端
に
陥
り
、
建
学
に
参
与
し
た
学
者
シ

ブ
リ
ー
（
S
h
i
b
l
i
　
　
N
i
'
m
a
n
i
.
一
九
一
四
年
没
）
の
高
弟
、
ス
ラ
イ

マ
ー
ン
ー
ナ
ド
ヴ
ィ
ー
　
（
曽
目
∃
ｇ
Ｚ
乱
だ
一
九
五
三
年
没
）
　
の

独
善
的
で
硬
直
的
な
学
風
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
私
も
半
世
紀
以

上
ま
え
の
こ
の
批
判
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
今
回
、
州
立
ラ
ク
ナ
ウ
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る

こ
の
ナ
ド
ワ
学
院
を
初
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
同
学
院
に
対

す
る
私
の
消
極
的
な
観
方
は
一
変
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
同
学
院

は
今
日
、
学
院
生
数
、
三
〇
〇
〇
人
以
上
が
学
ん
で
お
り
、
学
舎

増
設
も
目
覚
ま
し
く
、
近
年
顕
著
な
発
展
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
現
学
院
長
の
ム
ハ
ン
マ
ド
ー
ラ
ー
ビ
ウ
ー
ハ
サ
ニ
ー
師

Ｃ
Ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ａ
　
Ｓ
ａ
ｙ
ｙ
i
d
　
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ｍ
ヨ
乱
忍
b
i
'
　
Ｈ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ｉ
　
Ｎ
ａ
ｄ
ｖ
i
）
と
同
学

院
付
属
モ
ス
ク
内
で
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お

前
学
長
の
ア
ブ
ル
ー
ハ
サ
ン
ー
ア
リ
ー
師
｛
Ａ
ｂ
ｕ
'
l

　
　
Ｈ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
　
。
ｙ
｝
‘

之
乱
１
）
は
、
名
著
　
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｍ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
（
一
九
五
〇
年
ア

ラ
ビ
ア
語
初
版
、
一
九
六
一
年
英
訳
版
）
を
は
じ
め
多
く
の
活
発
な

著
作
活
動
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
前
学

長
は
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
に
重
点
を
お
き
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
文
化

交
流
に
熱
心
で
、
一
九
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文

学
連
盟
」
（
Ｒ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
ａ
　
Ａ
ｄ
ａ
ｂ
　
a
l
-
I
ｓ
l
a
m
i
）
に
加
盟
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
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と
の
太
い
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
。

　
な
お
こ
の
学
院
は
自
分
の
財
源
を
持
ち
、
学
院
生
の
授
業
料
は

無
料
で
、
さ
ら
に
大
部
分
の
学
院
生
に
は
寄
宿
舎
費
、
食
費
が
支

給
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
家
庭
の
子
弟
も
集

ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
私
の
た
め
、
付
属
モ
ス
ク
、
付
属
図
書
館
、
研
究
出
版
部
、
宗

教
学
部
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
部
、
付
属
食
堂
、
医
務
室
、
な
ど
学
院

施
設
を
案
内
い
た
だ
い
た
。
付
属
図
書
館
は
古
写
本
を
は
じ
め
図

書
が
充
実
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
現
代
に
生
活
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
要
請
に
応
え
る
た

め
に
、
宗
教
法
の
権
威
が
信
徒
の
法
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
答
え

る
「
教
令
部
」
（
Ｅ
；
Ｔ
了
｛
乱
｝
が
学
院
創
立
以
来
、
活
動
を
続

け
て
お
り
、
ま
た
近
年
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
（
主
と
し
て
民
事
関
係
で

な
か
ろ
う
か
）
で
裁
定
を
行
な
う
た
め
に
「
法
裁
定
部
」
（
Ｄ
ａ
ｒ
　
a
l
-

Ｑ
ａ
ｄ
ａ
）
が
設
立
さ
れ
法
的
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を

も
つ
南
ア
ジ
ア
内
の
主
要
な
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
校
の
一
つ
と
し
て

本
学
院
の
現
状
を
紹
介
し
た
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

私
は
今
年
で
現
職
を
退
く
こ
と
に
な
る
。
編
集
者
か
ら
私
の
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
回
顧
を
と
依
頼
さ
れ
た
が
、
現
在
の
私
の
研
究

分
野
の
一
つ
が
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
の
思
想
・
儀
礼
・
組
織
で
あ
り
、

本
研
究
ノ
ー
ト
を
そ
れ
に
関
連
し
た
現
地
調
査
報
告
と
し
て
私
は

位
置
づ
け
た
い
。
幸
い
日
本
に
お
け
る
学
界
で
も
同
分
野
の
調
査

研
究
が
、
南
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
北
ア
フ
リ
カ

に
わ
た
る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
諸
地
域
で
最
近
推
進
さ
れ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
慶
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
今
後
そ
の
発
展
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
ラ
ク
ナ
ウ
か
ら
の
帰
途
に
ニ
ュ
ー
・
デ
リ
ー
を
経
由
し
た

が
、
そ
の
有
名
な
聖
者
廟
、
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ア
ウ
リ

ヤ
ー
廟
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
参
詣
者
と
同
様
に
花
環

を
、
一
つ
は
聖
者
の
廟
に
、
他
は
隣
接
す
る
「
イ
ン
ド
の
お
う

む
」
と
称
さ
れ
る
ペ
ル
シ
ア
語
詩
人
ア
ミ
ー
ル
ー
ホ
ス
ロ
ー
ニ

三
二
五
年
没
）
の
墓
に
供
え
た
。
そ
の
と
き
境
内
で
会
っ
た
自
称
、

聖
者
の
後
継
者
（
Ｓ
ａ
ｉ
ｊ
ａ
ｄ
ａ
ｈ
　
n
i
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
）
の
グ
ラ
ー
ム
ス
ィ
ブ
タ
イ

ン
ー
ニ
ザ
ー
ミ
ー
（
Ｓ
ａ
ｙ
ｙ
i
d
　
Ｇ
ｈ
ｕ
l
a
ヨ
Ｓ
ｉ
ｂ
冨
Ｆ
Ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ヨ
i
）
か
ら
約

束
ど
お
り
、
今
年
度
の
聖
者
年
忌
祭
（
ウ
ル
ス
）
の
案
内
状
が
遅

れ
て
こ
の
ほ
ど
私
に
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
暦

に
よ
る
年
忌
の
案
内
と
と
も
に
西
暦
換
算
で
二
、
〇
〇
〇
年
は
七

月
一
九
－
二
三
日
の
期
間
）
、
願
い
ご
と
に
と
も
な
う
寄
付
を
も

求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
寄
付
の
使
途
と
し
て
、
「
参
詣
者

一
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の
た
め
の
炊
き
出
し
」
（
Ｆ
品
目
）
「
供
物
」
（
ロ
武
ｈ
ｒ
-
０
　
　
n
i
ｙ
ａ
ｚ
）

「
灯
明
」
（
３
孚
Ｒ
）
「
お
花
」
（
呂
旦
）
「
聖
布
」
（
ａ
肛
目
）
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
信
者
か
ら
の
願
い
ご
と
の
内
容
と
し
て
は
、

「
健
康
、
信
仰
、
長
寿
、
出
世
」
が
あ
っ
た
。
古
稀
を
迎
え
て
。

こ
の
う
ち
の
何
を
願
う
か
、
私
は
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
（
１
）
　
鈴
木
斌
「
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
オ
ー
リ
ヤ
廟
で
の
宗
教
集

　
　
　
会
に
就
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
九
冊
、
昭
和

　
　
　
四
十
八
年
二
月
）
。
鈴
木
斌
「
ム
イ
ー
ヌ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
チ

　
　
　
シ
ュ
テ
ィ
ー
廟
に
就
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
十

　
　
　
九
冊
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
。

（
２
）
　
聖
者
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
ａ
ｈ
ｉ
ｒ
　
　
　
　
Ｍ
ａ
ｈ
ｍ
ｏ
ｏ
ｄ
｡
　
　
　
　
”
Ｔ
ｈ
ｅ

　
　
　
ｒ
）
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｈ
　
〇
ｆ
　
　
　
　
Ｓ
ａ
ｖ
ｖ
i
d
　
　
　
　
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｒ

　
　
　
Ｍ
ａ
ｓ
'
ｕ
ｄ
　
　
　
　
Ｇ
ｈ
ａ
ｚ
i

　
　
　
ｉ
ｎ

　
　
　
Ｂ
ａ
ｈ
ｒ
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
:
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
.
　
　
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
”
｡
　
　
　
ｉ
ｎ

　
　
　
Ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
　
Ｗ
.
　
Ｔ
ｒ
ｏ
Ｕ
ｔ
ｅ
ｄ
.
）
｡
　
M
ｕ
ｓ
l
i
m
　
Ｓ
ｈ
ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
i
n
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
｡

　
　
　
Ｄ
ｅ
　
Ｅ
１
９
８
９
.
に
基
づ
く
。

（
３
）
　
聖
者
廟
の
建
物
群
に
つ
い
て
も
、
注
（
２
）
に
つ
い
て
も
、
注

　
　
　
（
２
）
の
文
献
に
依
拠
し
た
。

（
４
）
　
祭
礼
に
つ
い
て
も
、
注
（
２
）
の
文
献
を
参
照
し
た
。

（
５
）
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｙ
ｋ
ｈ
　
　
　
　
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ヨ
ヨ
乱
　
l
k
ｒ
a
m
｡
　
　
　
M
a
ｕ
ｊ
-
ｉ
　
　
　
Ｋ
ａ
ｕ
ｔ
ｈ
ａ
ｒ
｡

　
　
　
F
i
ｒ
ｕ
ｚ
ｓ
ｏ
ｎ
ｓ
｡
　
ｎ
.
　
ｄ
.
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